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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
作業箱および前記作業箱の中に設けられている上方に開口する液体貯蔵空間を含み、前記
液体貯蔵空間の中には潤滑剤が充填され、前記作業箱の上端面には前記液体貯蔵空間の上
側に位置するヒンジ板がヒンジで連結され、前記作業箱の中には前記液体貯蔵空間の左側
に位置する第一空間が固定的に設けられ、前記第一空間の中にはロック装置が設けられ、
前記ロック装置は前記作業箱が作動する時に前記ヒンジ板に前記液体貯蔵空間の上部の開
口を閉鎖させ、前記作業箱の中には前記液体貯蔵空間の下側に位置する潤滑空間が固定的
に設けられ、前記潤滑空間と前記液体貯蔵空間は貫通孔によって連通され、前記潤滑空間
の中にはスライド板がスライド可能に設けられ、前記作業箱の中には前記潤滑空間の下側
に位置し、且つ左方に開口した第二空間が固定的に設けられ、前記第二空間の中には試薬
箱がスライド可能に設けられ、前記潤滑空間は前記試薬箱と出液ホースで連通しており、
前記スライド板は前記潤滑空間の中の潤滑剤を前記試薬箱の中に押し込むことができ、前
記試薬箱の左端面には潤滑棒が貫通しており、前記試薬箱の中の潤滑剤は前記潤滑棒の中
に入り、工作機械部品を潤滑し、前記試薬箱の右端面には伸縮装置が固定的に設けられ、
前記伸縮装置は前記試薬箱に動力を供給し、前記試薬箱の左方への滑り距離を制御するこ
とができることを特徴とするハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械部品の潤滑装置。
【請求項２】
前記スライド板の右端面には押し棒が固定的に設けられており、前記スライド板の右端面
と前記潤滑空間の右壁は第一バネにより連結され、前記作業箱の右側の下端には左方に開
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口した引きリングが固定的に設けられ、前記引きリングと前記スライド板の右端面は第一
引張縄により連結され、前記引きリングを引張することにより前記スライド板を右方にス
ライドさせ、前記潤滑空間の容積を増大させ、毎回の潤滑の必要に応じて潤滑剤の量を制
御することを特徴とする請求項１に記載のハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械部品の
潤滑装置。
【請求項３】
前記作業箱の中には前記液体貯蔵空間の左側に位置し、且つ下方に開口した第三空間が固
定的に設けられ、前記第三空間が前記潤滑空間と連通しており、前記第三空間の中には閉
鎖板がスライド可能に設けられ、前記閉鎖板上端面と前記第三空間の上端の壁とは第二バ
ネにより連結され、前記閉鎖板の上端面と前記スライド板の上端面は第二引張縄により連
結され、前記スライド板が左方にスライドしたとき、前記第二引張縄を引っ張って前記閉
鎖板を上方にスライドさせ、前記潤滑空間の左部の開口を開け、前記潤滑空間の中の潤滑
剤を前記出液ホースを通って前記試薬箱の中に入らせることを特徴とする請求項１に記載
のハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械部品の潤滑装置。
【請求項４】
前記作業箱の中には第四空間の上側に位置するスライド溝が固定的に形成され、前記スラ
イド溝の右壁には電磁石が固定的に設けられ、前記スライド溝の中には前記電磁石の左側
に位置する磁性スライダが固定的に設けられ、前記磁性スライダの左端面と前記スライド
溝の左壁は第三バネによって連結され、前記磁性スライダの上端面にはモータがあり、前
記作業箱の中には前記スライド溝の上側に位置する第五空間が固定的に設けられ、前記モ
ータの上端面にはモータ軸が回転可能に設けられ、前記モータ軸が上方に伸びて前記第五
空間の中に延在し、前記モータ軸の上端には前記第五空間の中に位置する第一傘歯車が固
定的に設けられ、前記伸縮装置は前記第五空間の下壁に固定的に連結されている固定ブロ
ックを含み、前記固定ブロックの中には第一回転軸が回転可能に設けられ、前記第一回転
軸には前記第一傘歯車に噛み合っている第二傘歯車が固定的に設けられ、第一回転軸の左
端面にはねじ棒が固定的に設けられ、前記ねじ棒は左方に伸びて前記第二空間の中まで延
在し、前記ねじ棒の外壁には前記第二空間の中に位置するねじスリーブがネジ山により連
結され、前記ねじスリーブの左端面は前記試薬箱の右端面と固定的に連結され、前記ねじ
スリーブの外端面には前記第二空間の周りの壁に当接する矩形位置制限ブロックが固定的
に設けられ、前記矩形位置制限ブロックは前記ねじスリーブを制御して前記第二空間の中
で左右方にスライドさせることができることを特徴とする請求項３に記載のハンドヘルド
式自動伸縮可能な工作機械部品の潤滑装置。
【請求項５】
前記作業箱の中には、前記潤滑空間の右側に位置する第六空間が固定的に設けられ、前記
押し棒は右方に伸びて前記第六空間の中に延在し、前記第六空間の底壁にはスライダがス
ライド可能に設けられ、前記スライダの左端面は前記第六空間の左壁と第四バネによって
連結され、前記スライダの中には上方に開口した回転空間が設けられ、前記回転空間の中
には第二回転軸が回転可能に設けられ、前記第二回転軸には前記押し棒の右側に位置する
カムが固定的に設けられ、前記カムが回転すると前記押し棒が左右方にスライドし、前記
第五空間の右壁には第三回転軸が回転可能に設けられ、前記第三回転軸には第三傘歯車が
固定的に設けられ、前記作業箱の上側の内壁には第四回転軸が回転可能に設けられ、前記
第四回転軸は下向きに前記第六空間を貫通して前記第五空間の中に延在し、前記第四回転
軸には前記第五空間の中に位置し、且つ前記第三傘歯車に噛み合った第四傘歯車が固定的
に設けられ、前記第四回転軸は前記第二回転軸と第一プーリによって連結され、前記第一
プーリは弾性プーリであり、前記磁性スライダが前記電磁石の左端面に当接するまで右方
にスライドした場合、前記第一傘歯車は前記第三傘歯車と噛み合うことを特徴とする請求
項４に記載のハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械部品の潤滑装置。
【請求項６】
前記ロック装置は前記第一空間左壁に回転可能に連結されている第五回転軸を含み、前記
第五回転軸の上端壁には吸着箱が固定的に設けられ、前記吸着箱は上下対称に設けられ、
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前記吸着箱の中には上方に開口する吸着空間が設けられ、前記吸着空間の中には第一磁石
がスライド可能に設けられ、前記第一磁石の底面は前記吸着空間の底壁と第五バネにより
連結され、前記第五回転軸には前記吸着箱の右側に位置する第五傘歯車が固定的に設けら
れ、前記ヒンジ板の中には前記吸着箱の上側に位置する下方に開口する第七空間が固定的
に設けられ、前記第七空間の中には第二磁石がスライド可能に設けられ、前記第二磁石の
上端面と前記第七空間の上壁は第六バネによって連結され、前記第一空間の上下内壁には
第六回転軸が回転可能に設けられ、前記第六回転軸には前記第五傘歯車に噛み合う第六傘
歯車が固定的に設けられ、前記第六回転軸と前記第四回転軸は第二プーリによって伝動で
きるように連結され、前記第六回転軸が回転する時、前記第五回転軸が回転し、前記第一
磁石が前記吸着空間から放り出され、前記第一磁石が前記第二磁石を吸引して下方へスラ
イドさせ、前記ヒンジ板をロックし、前記液体貯蔵空間の中の潤滑剤が作動時にこぼれる
ことを防止することを特徴とする請求項１に記載のハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機
械部品の潤滑装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本願発明は工作機械部品のメンテナンス技術分野に関し、具体的にはハンドヘルド式自動
伸縮可能な工作機械部品の潤滑装置である。
【背景技術】
【０００２】
工作機械は作動する時、各部品にある程度の消耗をもたらし、従来の部品メンテナンスは
部品に対して人力的に潤滑剤を噴射する必要があるが、一部の部品は位置が奥にあるので
、従来の吹付け塗り装置は工作機械の奥の部品に潤滑を行うことができなく、部品によっ
て必要とされる潤滑剤の数も異なり，従来の吹付け塗りでは操作者のミスにより浪費され
る可能性もあるため，上記の問題を解決するにはハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械
部品の潤滑装置が必要とされ，本願発明はこれらの欠点に対して改良した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０３５５１９５６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本願発明が解決する技術問題は、ハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械部品の潤滑装置
を提供することにより、上記の問題を克服する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の課題を解決するため、本願発明は以下の技術プランを採用する：作業箱および前記
作業箱の中に設けられている上方に開口する液体貯蔵空間を含み、前記液体貯蔵空間の中
には潤滑剤が充填され、前記作業箱の上端面には前記液体貯蔵空間の上側に位置するヒン
ジ板がヒンジで連結され、前記作業箱の中には前記液体貯蔵空間の左側に位置する第一空
間が固定的に設けられ、前記第一空間の中にはロック装置が設けられ、前記ロック装置は
前記作業箱が作動する時に前記ヒンジ板に前記液体貯蔵空間の上部の開口を閉鎖させ、前
記作業箱の中には前記液体貯蔵空間の下側に位置する潤滑空間が固定的に設けられ、前記
潤滑空間と前記液体貯蔵空間は貫通孔によって連通され、前記潤滑空間の中にはスライド
板がスライド可能に設けられ、前記作業箱の中には前記潤滑空間の下側に位置し、且つ左
方に開口した第二空間が固定的に設けられ、前記第二空間の中には試薬箱がスライド可能
に設けられ、前記潤滑空間は前記試薬箱と出液ホースで連通しており、前記スライド板は
前記潤滑空間の中の潤滑剤を前記試薬箱の中に押し込むことができ、前記試薬箱の左端面
には潤滑棒が貫通しており、前記試薬箱の中の潤滑剤は前記潤滑棒の中に入り、工作機械
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部品を潤滑し、前記試薬箱の右端面には伸縮装置が固定的に設けられ、前記伸縮装置は前
記試薬箱に動力を供給し、前記試薬箱の左方への滑り距離を制御することができる。
【０００６】
更の技術プラン、前記スライド板の右端面には押し棒が固定的に設けられており、前記ス
ライド板の右端面と前記潤滑空間の右壁は第一バネにより連結され、前記作業箱の右側の
下端には左方に開口した引きリングが固定的に設けられ、前記引きリングと前記スライド
板の右端面は第一引張縄により連結され、前記引きリングを引張することにより前記スラ
イド板を右方にスライドさせ、前記潤滑空間の容積を増大させ、毎回の潤滑の必要に応じ
て潤滑剤の量を制御する。
【０００７】
優選の技術プランとして、前記作業箱の中には前記液体貯蔵空間の左側に位置し、且つ下
方に開口した第三空間が固定的に設けられ、前記第三空間が前記潤滑空間と連通しており
、前記第三空間の中には閉鎖板がスライド可能に設けられ、前記閉鎖板上端面と前記第三
空間の上端の壁とは第二バネにより連結され、前記閉鎖板の上端面と前記スライド板の上
端面は第二引張縄により連結され、前記スライド板が左方にスライドしたとき、前記第二
引張縄を引っ張って前記閉鎖板を上方にスライドさせ、前記潤滑空間の左部の開口を開け
、前記潤滑空間の中の潤滑剤を前記出液ホースを通って前記試薬箱の中に入らせる。
【０００８】
優選の技術プランとして、前記作業箱の中には第四空間の上側に位置するスライド溝が固
定的に形成され、前記スライド溝の右壁には電磁石が固定的に設けられ、前記スライド溝
の中には前記電磁石の左側に位置する磁性スライダが固定的に設けられ、前記磁性スライ
ダの左端面と前記スライド溝の左壁は第三バネによって連結され、前記磁性スライダの上
端面にはモータがあり、前記作業箱の中には前記スライド溝の上側に位置する第五空間が
固定的に設けられ、前記モータの上端面にはモータ軸が回転可能に設けられ、前記モータ
軸が上方に伸びて前記第五空間の中に延在し、前記モータ軸の上端には前記第五空間の中
に位置する第一傘歯車が固定的に設けられ、前記伸縮装置は前記第五空間の下壁に固定的
に連結されている固定ブロックを含み、前記固定ブロックの中には第一回転軸が回転可能
に設けられ、前記第一回転軸には前記第一傘歯車に噛み合っている第二傘歯車が固定的に
設けられ、第一回転軸の左端面にはねじ棒が固定的に設けられ、前記ねじ棒は左方に伸び
て前記第二空間の中まで延在し、前記ねじ棒の外壁には前記第二空間の中に位置するねじ
スリーブがネジ山により連結され、前記ねじスリーブの左端面は前記試薬箱の右端面と固
定的に連結され、前記ねじスリーブの外端面には前記第二空間の周りの壁に当接する矩形
位置制限ブロックが固定的に設けられ、前記矩形位置制限ブロックは前記ねじスリーブを
制御して前記第二空間の中で左右方にスライドさせることができる。
【０００９】
優選の技術プランとして、前記作業箱の中には、前記潤滑空間の右側に位置する第六空間
が固定的に設けられ、前記押し棒は右方に伸びて前記第六空間の中に延在し、前記第六空
間の底壁にはスライダがスライド可能に設けられ、前記スライダの左端面は前記第六空間
の左壁と第四バネによって連結され、前記スライダの中には上方に開口した回転空間が設
けられ、前記回転空間の中には第二回転軸が回転可能に設けられ、前記第二回転軸には前
記押し棒の右側に位置するカムが固定的に設けられ、前記カムが回転すると前記押し棒が
左右方にスライドし、前記第五空間の右壁には第三回転軸が回転可能に設けられ、前記第
三回転軸には第三傘歯車が固定的に設けられ、前記作業箱の上側の内壁には第四回転軸が
回転可能に設けられ、前記第四回転軸は下向きに前記第六空間を貫通して前記第五空間の
中に延在し、前記第四回転軸には前記第五空間の中に位置し、且つ前記第三傘歯車に噛み
合った第四傘歯車が固定的に設けられ、前記第四回転軸は前記第二回転軸と第一プーリに
よって連結され、前記第一プーリは弾性プーリであり、前記磁性スライダが前記電磁石の
左端面に当接するまで右方にスライドした場合、前記第一傘歯車は前記第三傘歯車と噛み
合う。
【００１０】
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優選の技術プランとして、前記ロック装置は前記第一空間左壁に回転可能に連結されてい
る第五回転軸を含み、前記第五回転軸の上端壁には吸着箱が固定的に設けられ、前記吸着
箱は上下対称に設けられ、前記吸着箱の中には上方に開口する吸着空間が設けられ、前記
吸着空間の中には第一磁石がスライド可能に設けられ、前記第一磁石の底面は前記吸着空
間の底壁と第五バネにより連結され、前記第五回転軸には前記吸着箱の右側に位置する第
五傘歯車が固定的に設けられ、前記ヒンジ板の中には前記吸着箱の上側に位置する下方に
開口する第七空間が固定的に設けられ、前記第七空間の中には第二磁石がスライド可能に
設けられ、前記第二磁石の上端面と前記第七空間の上壁は第六バネによって連結され、前
記第一空間の上下内壁には第六回転軸が回転可能に設けられ、前記第六回転軸には前記第
五傘歯車に噛み合う第六傘歯車が固定的に設けられ、前記第六回転軸と前記第四回転軸は
第二プーリによって伝動できるように連結され、前記第六回転軸が回転する時、前記第五
回転軸が回転し、前記第一磁石が前記吸着空間から放り出され、前記第一磁石が前記第二
磁石を吸引して下方へスライドさせ、前記ヒンジ板をロックし、前記液体貯蔵空間の中の
潤滑剤が作動時にこぼれることを防止する。
【発明の効果】
【００１１】
本願発明は、潤滑剤に対する各部品の需要量に応じて、潤滑空間の容積を変化させること
ができ、各部品の十分な潤滑を確保すると同時に、無駄を発生させなく、本願発明の伸縮
装置は各部品の工作機械における位置に基づいて、伸縮装置が伸びた長さを調節すること
ができ、伝統的な潤滑過程において、一部の工作機械の位置が狭い部分の部品に対して潤
滑できない問題を解決した。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
下記に図１～３をあわせて本願発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記
の方向を以下のように規定する：図１は本願発明装置の正面図であり、以下に述べる上下
左右前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１３】
【図１】図１は本願発明のハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械部品の潤滑装置の全体
構成模式図
【図２】図２は図１におけるＡ部の構成模式図
【図３】図３は図１におけるＢ部の構成模式図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
ここでは図１～３を参照し、本願発明のハンドヘルド式自動伸縮可能な工作機械部品の潤
滑装置は、作業箱１０および前記作業箱１０の中に設けられている上方に開口する液体貯
蔵空間２４を含み、前記液体貯蔵空間２４の中には潤滑剤が充填され、前記作業箱１０の
上端面には前記液体貯蔵空間２４の上側に位置するヒンジ板２３がヒンジで連結され、前
記作業箱１０の中には前記液体貯蔵空間２４の左側に位置する第一空間２２が固定的に設
けられ、前記第一空間２２の中にはロック装置７０が設けられ、前記ロック装置７０は前
記作業箱１０が作動する時に前記ヒンジ板２３に前記液体貯蔵空間２４の上部の開口を閉
鎖させ、前記作業箱１０の中には前記液体貯蔵空間２４の下側に位置する潤滑空間１２が
固定的に設けられ、前記潤滑空間１２と前記液体貯蔵空間２４は貫通孔２１によって連通
され、前記潤滑空間１２の中にはスライド板５０がスライド可能に設けられ、前記作業箱
１０の中には前記潤滑空間１２の下側に位置し、且つ左方に開口した第二空間４９が固定
的に設けられ、前記第二空間４９の中には試薬箱４８がスライド可能に設けられ、前記潤
滑空間１２は前記試薬箱４８と出液ホース１１で連通しており、前記スライド板５０は前
記潤滑空間１２の中の潤滑剤を前記試薬箱４８の中に押し込むことができ、前記試薬箱４
８の左端面には潤滑棒４７が貫通しており、前記試薬箱４８の中の潤滑剤は前記潤滑棒４
７の中に入り、工作機械部品を潤滑し、前記試薬箱４８の右端面には伸縮装置７１が固定
的に設けられ、前記伸縮装置７１は前記試薬箱４８に動力を供給し、前記試薬箱４８の左



(6) JP 6932301 B2 2021.9.8

10

20

30

40

50

方への滑り距離を制御することができる。
【００１５】
好ましくは、前記スライド板５０の右端面には押し棒４３が固定的に設けられており、前
記スライド板５０の右端面と前記潤滑空間１２の右壁は第一バネ４２により連結され、前
記作業箱１０の右側の下端には左方に開口した引きリング３９が固定的に設けられ、前記
引きリング３９と前記スライド板５０の右端面は第一引張縄３７により連結され、前記引
きリング３９を引張することにより前記スライド板５０を右方にスライドさせ、前記潤滑
空間１２の容積を増大させ、毎回の潤滑の必要に応じて潤滑剤の量を制御する。
【００１６】
好ましくは、前記作業箱１０の中には前記液体貯蔵空間２４の左側に位置し、且つ下方に
開口した第三空間１４が固定的に設けられ、前記第三空間１４が前記潤滑空間１２と連通
しており、前記第三空間１４の中には閉鎖板１３がスライド可能に設けられ、前記閉鎖板
１３上端面と前記第三空間１４の上端の壁とは第二バネ１５により連結され、前記閉鎖板
１３の上端面と前記スライド板５０の上端面は第二引張縄２０により連結され、前記スラ
イド板５０が左方にスライドしたとき、前記第二引張縄２０を引っ張って前記閉鎖板１３
を上方にスライドさせ、前記潤滑空間１２の左部の開口を開け、前記潤滑空間１２の中の
潤滑剤を前記出液ホース１１を通って前記試薬箱４８の中に入らせる。
【００１７】
好ましくは、前記作業箱１０の中には第四空間３８の上側に位置するスライド溝３５が固
定的に形成され、前記スライド溝３５の右壁には電磁石３４が固定的に設けられ、前記ス
ライド溝３５の中には前記電磁石３４の左側に位置する磁性スライダ３６が固定的に設け
られ、前記磁性スライダ３６の左端面と前記スライド溝３５の左壁は第三バネ４０によっ
て連結され、前記磁性スライダ３６の上端面にはモータ３３があり、前記作業箱１０の中
には前記スライド溝３５の上側に位置する第五空間３１が固定的に設けられ、前記モータ
３３の上端面にはモータ軸３２が回転可能に設けられ、前記モータ軸３２が上方に伸びて
前記第五空間３１の中に延在し、前記モータ軸３２の上端には前記第五空間３１の中に位
置する第一傘歯車５５が固定的に設けられ、前記伸縮装置７１は前記第五空間３１の下壁
に固定的に連結されている固定ブロック４４を含み、前記固定ブロック４４の中には第一
回転軸５３が回転可能に設けられ、前記第一回転軸５３には前記第一傘歯車５５に噛み合
っている第二傘歯車５４が固定的に設けられ、第一回転軸５３の左端面にはねじ棒４５が
固定的に設けられ、前記ねじ棒４５は左方に伸びて前記第二空間４９の中まで延在し、前
記ねじ棒４５の外壁には前記第二空間４９の中に位置するねじスリーブ４６がネジ山によ
り連結され、前記ねじスリーブ４６の左端面は前記試薬箱４８の右端面と固定的に連結さ
れ、前記ねじスリーブ４６の外端面には前記第二空間４９の周りの壁に当接する矩形位置
制限ブロック６９が固定的に設けられ、前記矩形位置制限ブロック６９は前記ねじスリー
ブ４６を制御して前記第二空間４９の中で左右方にスライドさせることができる。
【００１８】
好ましくは、前記作業箱１０の中には、前記潤滑空間１２の右側に位置する第六空間２５
が固定的に設けられ、前記押し棒４３は右方に伸びて前記第六空間２５の中に延在し、前
記第六空間２５の底壁にはスライダ６５がスライド可能に設けられ、前記スライダ６５の
左端面は前記第六空間２５の左壁と第四バネ６８によって連結され、前記スライダ６５の
中には上方に開口した回転空間６６が設けられ、前記回転空間６６の中には第二回転軸５
１が回転可能に設けられ、前記第二回転軸５１には前記押し棒４３の右側に位置するカム
５２が固定的に設けられ、前記カム５２が回転すると前記押し棒４３が左右方にスライド
し、前記第五空間３１の右壁には第三回転軸２９が回転可能に設けられ、前記第三回転軸
２９には第三傘歯車３０が固定的に設けられ、前記作業箱１０の上側の内壁には第四回転
軸２７が回転可能に設けられ、前記第四回転軸２７は下向きに前記第六空間２５を貫通し
て前記第五空間３１の中に延在し、前記第四回転軸２７には前記第五空間３１の中に位置
し、且つ前記第三傘歯車３０に噛み合った第四傘歯車２８が固定的に設けられ、前記第四
回転軸２７は前記第二回転軸５１と第一プーリ２６によって連結され、前記第一プーリ２
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６は弾性プーリであり、前記磁性スライダ３６が前記電磁石３４の左端面に当接するまで
右方にスライドした場合、前記第一傘歯車５５は前記第三傘歯車３０と噛み合う。
【００１９】
好ましくは、前記ロック装置７０は前記第一空間２２左壁に回転可能に連結されている第
五回転軸６１を含み、前記第五回転軸６１の上端壁には吸着箱６０が固定的に設けられ、
前記吸着箱６０は上下対称に設けられ、前記吸着箱６０の中には上方に開口する吸着空間
５９が設けられ、前記吸着空間５９の中には第一磁石６３がスライド可能に設けられ、前
記第一磁石６３の底面は前記吸着空間５９の底壁と第五バネ６２により連結され、前記第
五回転軸６１には前記吸着箱６０の右側に位置する第五傘歯車６４が固定的に設けられ、
前記ヒンジ板２３の中には前記吸着箱６０の上側に位置する下方に開口する第七空間５８
が固定的に設けられ、前記第七空間５８の中には第二磁石５６がスライド可能に設けられ
、前記第二磁石５６の上端面と前記第七空間５８の上壁は第六バネ５７によって連結され
、前記第一空間２２の上下内壁には第六回転軸１７が回転可能に設けられ、前記第六回転
軸１７には前記第五傘歯車６４に噛み合う第六傘歯車１９が固定的に設けられ、前記第六
回転軸１７と前記第四回転軸２７は第二プーリ１８によって伝動できるように連結され、
前記第六回転軸１７が回転する時、前記第五回転軸６１が回転し、前記第一磁石６３が前
記吸着空間５９から放り出され、前記第一磁石６３が前記第二磁石５６を吸引して下方へ
スライドさせ、前記ヒンジ板２３をロックし、前記液体貯蔵空間２４の中の潤滑剤が作動
時にこぼれることを防止する。
【００２０】
装置全体の機械動作の順序：
本願発明の初期状態は、電磁石３４は通電せず、第三バネ４０は弛緩状態にあり、第一傘
歯車５５は第二傘歯車５４と噛み合っており、カム５２は押し棒４３と接触し、第二引張
縄２０は弛緩状態にあり、第二バネ１５は弛緩状態にあり、閉鎖板１３が潤滑空間１２の
中に位置し、潤滑空間１２の右方の開口を閉鎖し、第五バネ６２は弛緩状態であり、第一
磁石６３は吸着空間５９の中にあり、第六バネ５７は弛緩状態にあり、第二磁石５６は第
七空間５８の中に位置する。
【００２１】
１．　本願発明を用いて部品の潤滑を行う必要がある場合、左方に引きリング３９を引き
、引きリング３９が引っ張られて第一引張縄３７を引っ張られ、第一引張縄３７が引っ張
られてスライド板５０を右方にスライドさせ、潤滑空間１２の容積を増大させ、液体貯蔵
空間２４の中の潤滑剤は貫通孔２１を通って潤滑空間１２の中に入る。
【００２２】
２．　モータ３３を始動すると、モータ３３がモータ軸３２を回転させ、モータ軸３２の
回転により第一傘歯車５５が回転し、第一傘歯車５５と第二傘歯車５４が噛み合っている
ので、第一傘歯車５５が回転して第二傘歯車５４を回転させ、第二傘歯車５４の回転によ
り第一回転軸５３が回転し、第一回転軸５３の回転によりねじ棒４５が回転し、ねじ棒４
５の回転によりねじスリーブ４６が矩形位置制限ブロック６９により左方にスライドし、
ねじスリーブ４６は左方にスライドして試薬箱４８を左方にスライドさせ、試薬箱４８は
左方にスライドして潤滑棒４７を左方にスライドさせるため、潤滑棒４７は潤滑待ち部品
の前側に配置される。
【００２３】
３．　電磁石３４が通電して磁性スライダ３６を吸引して電磁石３４と当接するまで右方
にスライドさせ、磁性スライダ３６が右方にスライドしてモータ３３を右方にスライドさ
せ、第一傘歯車５５が第二傘歯車５４との噛み合いから離脱し、第一傘歯車５５と第三傘
歯車３０がかみ合った状態にあり、引きリング３９を放し、第一引張縄３７を緩めて第一
バネ４２を復帰させ、第一バネ４２が復帰してスライド板５０を左方に初期位置までスラ
イドさせる。
【００２４】
４．　第一傘歯車５５の回転により第三傘歯車３０を回転させ、第三傘歯車３０と第四傘
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、第四傘歯車２８が回転して第四回転軸２７を回転させ、第四回転軸２７と第二回転軸５
１とが第一プーリ２６によって伝動可能に連結されているため、第四回転軸２７が回転し
て第二回転軸５１を回転させ、第二回転軸５１が回転してカム５２を回転させ、カム５２
が回転して押し棒４３を左方にスライドさせ、押し棒４３が左方にスライドしてスライド
板５０を左方にスライドさせ、スライド板５０は左方にスライドして第二引張縄２０を引
っ張り、第二引張縄２０は閉鎖板１３を上方にスライドさせ、潤滑空間１２の右方の開口
を開け、潤滑空間１２内の潤滑剤が出液ホース１１により試薬箱４８に入り、試薬箱４８
から潤滑棒４７に入り、部品を潤滑する。
【００２５】
５．　第四回転軸２７と第六回転軸１７とは、第二プーリ１８によって連結されているた
め、第六回転軸１７が回転して第六傘歯車１９を回転させ、第六傘歯車１９と第五傘歯車
６４が噛み合っているため、第六傘歯車１９の回転により第五傘歯車６４が回転し、第五
傘歯車６４が回転して第五回転軸６１を回転させ、第五回転軸６１が回転し、第一磁石６
３が吸着空間５９から滑り出し、吸引空間５９は第二磁石５６を吸引して第二磁石５６を
下方へ第一空間２２の中に滑り込ませるので、本願発明が作動しているときヒンジ板２３
がロックされ、液体貯蔵空間２４の中の潤滑剤が漏れることを防ぐ。
【００２６】
上記方式により、本分野の当業者は本願発明の範囲内で作動状況に応じて各種な改変を加
えられる。

【図１】 【図２】
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